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【全国大会実行委員長挨拶】 

全国大会開催にあたって 

 
2022年度全国大会実行委員長          

 岡崎 昭仁（神奈川工科大） 

 

2018年度に全国大会を開催して以降､2020年度

から3年間ｺﾛﾅ禍に見舞われています｡今回､状況

を鑑みて対面とｵﾝﾗｲﾝを併用したﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ方式で

日本技術史教育学会2022年度全国大会が神奈川

県厚木市で開催されることとなりました｡ 

さて､会場より西には江戸時代に大山詣で賑わっ

た雄大な大山を間近に望みます｡この大山につい

て二点ほど記したいと思います｡ 

先日､NHKの大河ﾄﾞﾗﾏ『鎌倉殿の13人』にて実朝

が甥の公暁に討たれる第45話｢八幡宮の階段｣が

放映されました｡実朝が大山の神を幻視して詠んだ

という名歌があります｡ 

時によりすぐれば民のなげきなり 

八大竜王雨やめたまへ 

この名歌は建暦元年7月､関東地方が大雨に見舞

われた際に人民の窮状を憂い持仏堂の本尊に向

かって祈念した歌だと言われています｡美しい尖り

秀(ほ)が天を指す相模大山は､別名雨降山とも称

し､古来より関東の天候を司る山として山岳崇敬の

対象となっていました｡ 

江戸時代の大山信仰は一種独特な崇敬として知

られ､江戸市中の鳶職人が木太刀を担いで､登山

道入り口近くの滝で身を清め､とうふ坂で買い求め

た豆腐を啜りながら参道へと歩きました｡参拝者は

先導師と呼ばれる神職に導かれて頂上にある大山

阿夫利神社の主祭神を祭る本社を目指しました｡先

導師とは宿坊の主人であり､参拝者は登拝前には

宿坊に宿泊して､翌朝に宿坊内の神殿でお祓い受

けることが習慣であったようです｡現在でも山麓には

40軒程の宿坊が並んでいます｡これら宿坊では美

味な豆腐料理が振舞われています｡不思議と大山

周辺では土質の関係から大豆栽培は行われていま

せん｡一説には先導師が謝礼として大豆を受け取

っていたからだと言われています｡なお､実朝の御

霊は大山の麓､秦野市に眠っています｡ 

戦時中､秦野市では､横須賀市追浜より疎開した

国産ｼﾞｪｯﾄｴﾝｼﾞﾝ｢ﾈ20｣の試運転が実施されていた

とのことで感慨深いものがあります｡なお､試運転時

には､東北帝大から専門家が合流し､産官学連携が

既に実践されていました｡ 

会場となります神奈川工科大学は昭和63年に幾

徳工業大学より改名し､そのﾙｰﾂは昭和38年に開

校した幾徳工業高等専門学校に遡ります｡当時日

本には理科系統の学校が少なかったことから､小さ

い規模ながらも学ぶ者の負担を少なく､空気の良い

所で心おきなく勉学に励めるようにと建学されまし

た｡｢考え､行動する人材の育成｣を建学の理念とし､

教育理念は､｢学生本位主義｣です｡ 

これからは寒さも増してきますが､皆さまと厚木の

地(あるいは画面を通

して)にてお会いでき

ますことを楽しみにし

ております｡多数の方

々のご来駕をお待ち

申し上げております｡ 


